


杉浦農園 沿革

杉浦農園（奈良県御所市） 代表 杉浦英二

1969年 大阪府高槻市に生まれる。家業の米穀販売に従事する。

1995年 近畿大学農学部にて作物について学ぶ（サツマイモ）。

 卒業後、建設土木コンサルタントに就職。中国の砂漠緑化プロジェクトに参加。

2002年 退職後、一年間農業大学校に通い、2003年奈良県御所市で水田一枚を借り杉浦農園を開業。

2017年 地元油長酒造の協力により、水源近辺の棚田において酒米（秋津穂）栽培イベントを開始。

 その周辺の棚田を「秋津穂の里」と命名。

2023年 水源地の森ツアーに参加。季刊誌「ぽたり」に村民との対談記事。

2024年 杉浦が設立発起人となり、「特定非営利活動法人さとやまから」を設立する。

2026年 ７月と９月に、森と水の源流館による秋津穂の里の生物調査が行われる。

＊現在の栽培面積は3ha。標高400mの棚田で、酒米、野菜、蕎麦を中心に栽培。

 国内外から毎年延べ500人の援農者とともに、里山環境を活かした循環型有機農業を実践。



NPO法人さとやまからの概要

                                

  →

  ←
協力関係

                                           ↓
       (1)  社会教育の推進を図る事業

                            (2)  観光の振興を図る事業
                            (3)  農村漁村又は中山間地域の振興を図る事業
                            (4)  環境の保全を図る事業
                            (5)  科学技術の振興を図る事業

NPO法人さとやまから

杉浦農園（里山再生）
地域の農家
地域振興協議会
地域の産業・行政機関



杉浦農園の取り組み（１）

耕作放棄地の再生



杉浦農園の取り組み（２）

地元産業との協業



杉浦農園の取り組み（３）

蕎麦産地作り



杉浦農園の取り組み（４）

国内外の関係人口の受け入れ



秋津穂の里 里山再生のモデルを作りた
い



里山の要素（１） 水源



里山の要素（２） 生物の多様性



里山の要素（３） コミュニティと景観



4. 研修プログラム 概要

里山の要素（４） 里山歩き（開放性）



森と水の源流館による生物調査（2026年7月・9月）
里山の源流域の生物たち



溜池の生物



森林・源流域



その他昆虫



夏季調査
確認種数
7月25日



秋季調査
確認種数
９月15日



１ 周辺樹林の管理頻度が低いことが読み取れる。

２ 沢沿いの林道 → キバナイカリソウ・ヤマトホトトギス・スミレ類
・ミヤコアオイ

３ 林縁部 → オオムラサキ・カブトムシ

４ 林縁部の草刈りや間伐により林床を明るくする→ギフチョウの繁殖    
        の可能性

５ 溜池周辺の除伐等により、樹林と草地を行き来するトンボ類や湿地       
        性昆虫の生育環境の創出が可能

昆虫相から見た里山環境



１ チョウ目とコウチュウ目の出現状況から、定期的な管理が行われて     
       いることがわかる。

２ 稲を加害するカメムシ目の出現が少ない。

３ 草丈の高い環境好むバッタ目ササキリ類やカメムシ目を捕食する狩    
       バチ類の出現少ない

４ 食草性のチョウ目やコウチュウ目コガネムシ類を捕食する狩りバチ       
       が存在する。

５ 土手の草刈り頻度が高く、ススキやチガヤなどイネ科植物の繁殖を
防いで、多様な草本が生育できている。 

       

草地環境



１ スギ、ヒノキなどの針葉樹林を利用するハナカミキリ類

２ 適度に管理された二次林を好むオオムラサキ

３ 樹液に集まるコウチュウ目

４ 林縁に生育する植物に依存するチョウ目セセリチョウ類

５ 人工林と二次林が混在する里山的景観が残る環境と推察できる。

６ 林縁環境の出現数（45種）が、草地環境（88種）より少ない

７ 樹林の間隙に現れる種が見られない → 森林内の管理不足

       
      

林縁環境



１ 湿性地の出現数は28種（溜池へのアプローチが困難だった）。

２ また、水田の落水時期と重なったことも要因。

３ 希少種ベニイトトンボ多数 →
植生の豊かさ、小〜中型水性甲虫類が生息と思われる。

４ コシノトンボ（樹林近くの明るい溜池好む）を確認できず。

５ アカネ、マユタテアカネ（やや暗い溜池を好む）が確認される。

６ 周辺樹林の管理頻度低く、樹木が高木化する傾向にある。

７ 農薬の影響を受けやすい希少種コオイムシ、ミズカマキリ幼虫を     
       確認。→ 無農薬や減農薬の成果と考えられる。

       
      

        

水辺環境



まとめ（１）

・落水水田から移動したコオイムシ集団が湛水水田で確認された。
・林縁でオオムラサキのメスが確認された。

秋津穂の里が避難地として活用



耕作地と樹林の複合的管理を行う
・棚田の草地環境維持
・林縁部の除伐間伐
・溜池の除伐

間伐材の利用（稲架け・薪炭・木灰）
里山体験ツアーの創出

まとめ（２）



やること 効果

林縁部と溜池に手をいれる
・除伐と間伐
・トンボ池

森林と水田を行き来する種の生息域確保
ギフチョウの復活

里山体験ツアーのコース
・源流から棚田までを歩きながら生物観察
・棚田の農産物の食事提供

里山を知る教育
癒しとリトリート

川上村の源流ツアーとの連携 森林地域と里山地域の生物相の違いを知る

継続的な生物調査 森林管理による生物の変遷を調査する

秋津穂の里でこれからやりたいこと



さいごに 調査を終えて思うこと

水資源がこの国を支えている
「源流」というキーワードで繋がりたい

全国各地、大小無数の水源を守ることが
中山間地コミュニティを存続し、
境界における生物との共存を図り、

ひいては下流域の生活環境を守っている。

水源地サミットを開催して（例えば川上村が中心に）
全国的な運動を展開、国を動かせないだろうか。
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